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南
あ
わ
じ
市
と
国
際
姉
妹
都
市

提
携
を
結
ぶ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ
市
を
訪
れ

て
い
た
海
外
学
生
等
派
遣
団
十
五

人
が
帰
国
し
八
月
十
一
日
、
中
田

勝
久
市
長
ら
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
の
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
旧
南
淡
町
が
国
際

姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
以
後
毎

年
相
互
に
学
生
を
派
遣
し
て
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度

は
引
率
者
三
人
と
市
内
の
中
高
校

生
十
二
人
が
、
七
月
二
十
五
日
か

ら
八
月
六
日
ま
で
の
間
、
セ
ラ
イ

ナ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
体
験

し
、
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル

ド
、
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

学
生
ら
は
「
緊
張
し
た
け
ど
楽

し
い
二
週
間
、参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
温
か

く
迎
え
て
く
れ
た
」「
親
友
が
で
き

た
、
も
う
一
度
会
い
た
い
」
な
ど

と
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
か
ら
は
「
若
い
人
の

純
粋
な
気
持
ち
に
感
激
し
た
。
こ

の
体
験
は
大
き
な
宝
物
に
な
る
で

し
ょ
う
」と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

▲ホストファミリーとの記念写真

セ
ラ
イ
ナ
で
の
体
験
を
市
長
に
報
告

国
際
姉
妹
都
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

主
要
地
方
道
洲
本
灘
賀
集
線
阿

万
バ
イ
パ
ス
の
賀
集
〜
北
阿
万

（
二
三
五
〇
ｍ
）
の
区
間
が
、
九

月
五
日
午
後
一
時
か
ら
開
通
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
十
二

年
開
通
の
北
阿
万
〜
阿
万
上
町

（
一
八
〇
〇
ｍ
）
の
区
間
と
合
わ

せ
て
賀
集
〜
阿
万
上
町
ま
で
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
阿
万
か
ら
国
道
二
八

号
（
神
代
国
衙
）
ま
で
の
区
間
は
、

人
家
が
密
集
し
、
道
幅
が
狭
く
歩

道
も
な
い
こ
と
か
ら
、
朝
夕
の
通

勤
通
学
時
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は

慢
性
的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て

い
る
ほ
か
、
交
通
事
故
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
延

長
約
七
・
八
㎞
の
バ
イ
パ
ス
を
計

画
し
、
工
区
を
分
割
し
て
早
期
開

通
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
開
通
に
よ
り
、
十

月
開
催
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

相
撲
競
技
会
場
（
文
化
体
育
館
）

へ
の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
全
国
か
ら
集
う
人
々
を
温
か

く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
残
る
未
開
通
区
間
（
阿

万
東
町
〜
上
町
、
三
〇
五
〇
ｍ
）

は
平
成
十
九
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。

▲阿万バイパス

　

ダ
ム
の
役
割
や
自
然
環
境
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
諭

鶴
羽
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

が
七
月
二
十
八
日
、
諭
鶴
羽
ダ
ム

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ダ
ム
に
関
す

る
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
ダ
ム

▲ダム周辺を回る子どもたち

ダ
ム
の
役
割
に
理
解
を
深
め
る

諭
鶴
羽
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

阿
万
バ
イ
パ
ス
（
賀
集
〜
北
阿
万
）
開
通

９
月
５
日
午
後
１
時
か
ら

　

志
知
高
校
の
郷
土
芸
能
部
と
和

太
鼓
同
好
会
が
南
あ
わ
じ
市
と
姉

妹
提
携
を
結
ぶ
新
ひ
だ
か
町
と

友
好
提
携
を
結
ぶ
平
取
町
を
訪
問

し
、
だ
ん
じ
り
唄
や
創
作
曲
を
披

露
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

訪
問
を
前
に
し
た
七
月
二
十
六

日
に
は
生
徒
の
代
表
が
中
田
市
長

を
訪
ね
、「
訪
問
先
の
北
海
道
に
は

淡
路
の
血
を
ひ
く
人
が
大
勢
い
ま

す
。
温
か
く
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
、
地
域
の

方
と
の
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
校
の
二
十
三
人
は
、
七
月

二
十
七
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程

で
両
町
の
公
民
館
を
会
場
に
、
同

部
は
「
岸
壁
の
母
」
を
、
同
会
は

創
作
曲
「
志
知
永え

い
し
ょ
う

翔
」
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
四
日
か
ら
三
泊
四

日
の
日
程
で
、御
原
Ｆ
Ｃ
の
選
手
、

監
督
ら
十
六
人
が
新
ひ
だ
か
町
を

訪
問
、
同
町
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

▲中田市長と握手を交わす雨堤奈津美・郷土芸能部長と
　前田次郎・和太鼓同好会代表

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流

郷
土
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

　

九
月
に
入
り
、
実
り
の
秋
を
迎

え
ま
す
が
、
一
方
台
風
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、
心
配
も
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
来
る
」
と
こ
と
わ
ざ
に
も

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
い
つ
、
ど

ん
な
所
で
も
起
こ
り
う
る
自
然
災

害
を
は
じ
め
、
事
故
、
事
件
の
発

生
に
予
断
を
許
さ
な
い
時
代
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
日
夜
、
私
達
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
に
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
る
の
が
、
自
治
消
防
団

の
皆
様
方
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
の
よ
う
に
、
市
と
し
て
も

消
防
機
器
の
整
備
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
淡
路
消
防
操
法
大

会
が
あ
り
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
部

で
賀
集
第
一
分
団
第
一
部
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
で
灘
第
二
分
団
第

二
部
が
優
勝
し
、
淡
路
島
代
表
と

し
て
、
県
消
防
操
法
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。
非
常
に
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。
県
大
会
で
は
惜
し
く
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強

い
日
差
し
の
な
か
汗
の
に
じ
ん
だ

背
中
が
胸
を
打
ち
ま
し
た
。
号
令

に
よ
る
き
び
き
び
し
た
行
動
や
操

法
演
技
に
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り

ま
す
。
各
分
団
が
長
い
期
間
を
か

け
て
練
習
に
励
み
、
先
輩
ら
が
陰

に
日
向
に
指
導
や
お
世
話
を
し
、

強
い
責
任
感
の
も
と
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、

地
域
消
防
の
礎
と
伝
統
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
二
十
二
日
に
は
、
南
あ
わ

じ
市
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
多
く
の
方
が
経
験
さ
れ

た
よ
う
に
、
消
防
団
員
は
、
常
に

呼
び
出
し
に
備
え
、
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
枕
元
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
ハ
ッ
ピ
な
ど
を
準
備
し
、
気

持
ち
を
張
詰
め
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
へ
の
対
応
は
、
消
防
団
や

市
役
所
、
警
察
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
使
命
感
の
強
い
消
防

団
員
も
自
ら
被
災
し
、
初
動
段
階

で
迅
速
な
対
応
が
困
難
に
な
る
時

も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
各
自
治

会
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
自
主

防
災
組
織
の
設
置
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。「
逃
げ
る
・
守
る
・

助
け
る
」
の
段
取
り
や
、
大
災
害

に
対
し
命
を
守
る
備
え
を
早
急
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大

震
災
の
教
訓
か
ら
県
が
設
置
し
た

住
宅
再
建
共
済
制
度
（
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
）
に
も
っ
と
も
っ
と
ご

加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
部
や
管
理
所
、
湖
な
ど
を
一

時
間
か
け
て
回
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
う
な
ぎ
の

つ
か
み
取
り
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
も
行
わ
れ
、
夏
の
日
差
し

が
降
り
注
ぐ
中
、
子
ど
も
た
ち

は
夢
中
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
（
十
一
頁
に
関
連

記
事
）。

  

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

▽
手
続
き
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
毎
月
の
保
険
料　

１
３
８
６
０

円
（
平
成
18
年
度
）

▽
保
険
料
の
納
め
方　
「
納
付
書
」

を
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
。

　
　

ま
た
、
指
定
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
「
口
座

振
替
」
も
あ
り
、
便
利
で
す
。

　
　

所
得
が
少
な
い
方
な
ど
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方

は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

や
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
な

ど
の
免
除
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
６
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
や
、
突
然
の
病
気
や

ケ
ガ
な
ど
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事
態
に

備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

十
月
一
日
か
ら
、「
南
淡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・
阿
万
線
）」

の
ル
ー
ト
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

時
刻
表
・
ル
ー
ト
図
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
九
月
下
旬
の
日
刊

新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

南
淡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・
阿
万
線
）
の
ル
ー
ト
変
更

八幡交差点

淳仁天皇淡路陵


